
夕方西の空に金星が見られるようになりました。6月

以降「よいの明星」の位置に来たものの、これまであ

まりめだちませんでした。10月下旬にはようやく日没

30分後の高さが10°ほどになり、夕焼けの中にはっき

り輝くことが多くなります。

今回金星が太陽の向こう側を経過して（外合といい

ます）夕方の空に回ったのは6月11日でした。もともと

外合後の動きは遅く、太陽から離れるのに日数を要し

ますが、今回はようやく離れてきたころに軌道が南に

傾く季節になったため、なかなか高度が上がらなかっ

たのです。これから3月にかけてはずっと高く、夕方の

空に君臨するでしょう。日没後30分後の位置の変化を

図に示しました。

今回の金星の位置の変化のしかたは、実は1992年の

冬の金星とそっくりになっています。金星の位置の変

化は、五つのパターンを8年の周期で繰り返すのです。

金星が「明け」と「よい」を繰り返す周期は584日で、

これを5回繰り返すと2920日となり、ちょうど8年くら

いになるためです。

今月のプラネタリウムは、美の女神ヴィーナスの英

名を持つ金星の、美しい眺め方を紹介します。

■毎年、博物館では博物館実習生を９月の中旬に受け

入れ、１週間の実習を行っています。今年は14大学か

ら16名が参加しました。カリキュラムのメインは、博

物館資料を使っての寄贈品コーナーの展示製作です。

今年は民俗資料の中から船大工さんが使っていた道具

を展示しました。一見、分かり易い道具ですが、中に

は船大工独特の道具があります。道具の種類や使い方

などを、写真パネルや舟の模型をつかって分かり易く

解説してあります。是非、四苦八苦して製作した実習

生の力作をご覧下さい。

（実習生の感想文から）･･･････････････････

実習を終えた今思うことは、日頃、外側から見ていた

博物館を内側から見ることで、そこにある苦労ややり

がいを感じられたことは、とても貴重な経験であった

ということです。そして、展示製作を通して大勢の人

間が協力していくことや限られた時間を有効に使うこ

との難しさを身を持って体験することが出来ました。

私達は今後、どのような道を歩んでいくかはわかりま

せん。しかし、この実習で学んだ多くのことは、その

中で必ずや役立つであろうと確信しました。

－展示見学の方に－

展示ガイド貸出しします。
展示物について、もっとくわしく知りたい！とい

う方のために、館内で展示ガイドブックと解説書

「相模川流域の自然と文化」をお貸しするサービス

を始めました。無料でご利用になれます。受付まで

お申し出下さい。

また、展示解説ボランティアの会による解説も、

メンバーが増えてますます充実しています。お好み

のスタイルでじっくり展示をお楽しみ下さい。

プラネタリウム一般投影

「よいの明星」

■期　間：10月7日（土）～12月3日（日）

■投影日：土曜日、日曜日　11:00、14:00

■観覧料：100円

完成した展示の前で（平成12年度博物館実習生）

よいの明星の位置（2000年9月～2001年3月・日没30分後）
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船大工ー道具と技術ー
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